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「
大
阪
に
文
学
の
学
校
を
つ
く
ろ
う
」
―
―
文
校
は
一
九
五
四
年
、

二
十
七
歳
の
青
年
の
夢
と
情
熱
か
ら
出
発
し
た
。
そ
の
松
岡
昭
宏
さ
ん

は
戦
争
末
期
、
朝
鮮
南
部
で
防
戦
塹
壕
を
掘
っ
て
い
る
と
き
敗
戦
。

　
「
私
の
十
代
は
ほ
と
ん
ど
戦
争
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
こ
の
戦
争
が
中

国
な
ど
へ
の
侵
略
戦
争
だ
と
は
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
私
も

や
が
て
戦
地
に
行
き
、
死
者
た
ち
の
列
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

戦
争
で
死
ぬ
、
天
皇
た
め
に
死
ぬ
こ
と
の
愚
か
し
さ
を
知
り
は
じ
め
た

の
は
敗
戦
後
で
あ
っ
た
。
私
の
反
戦
、
反
権
力
へ
の
出
発
点
で
あ
っ
た
」

（
松
岡
『
森
の
宮
群
落
』）
〇
三
年
刊
、『
風
景
１
８
』
一
〇
年
刊
）

　

五
〇
年
七
月
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
指
令
に
よ
る
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
で
、
先

鋭
な
組
合
活
動
家
だ
と
し
て
松
岡
さ
ん
は
二
千
人
従
業
員
の
紡
績
工
場

か
ら
追
放
さ
れ
る
。
社
会
タ
イ
ム
ス
関
西
総
局
で
仕
事
し
つ
つ
「
一
生

を
賭
け
る
も
の
」
を
模
索
し
た
。
当
時
、
歌
声
運
動
や
生
活
記
録
運
動

が
盛
ん
で
、
こ
う
し
た
民
衆
の
表
現
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
背
景
に
文
学
の
学

校
が
つ
く
れ
な
い
か
、
と
。
戦
後
復
興
の
一
環
だ
っ
た
。

　

五
四
年
一
月
ご
ろ
松
岡
さ
ん
は
、
詩
人
の
小
野
十
三
郎
さ
ん
宅
を
訪

ね
る
。
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
詩
人
の
小
野
さ
ん
は
趣
旨
賛
同
し
、
す
ぐ
に「
う

ん
、
や
ろ
う
」と
。
小
野
さ
ん
を
講
師
に
五
四
年
三
月
、
試
験
的
に「
大

阪
詩
の
教
室
」
開
講
し
た
。
反
響
は
大
き
か
っ
た
。

　

松
岡
さ
ん
は
先
行
す
る
日
本
文
学
学
校
（
新
日
本
文
学
会
主
催
：
東

京
）
を
訪
ね
、
講
義
と
組ク

ラ
ス
ゼ
ミ会を

組
み
合
わ
せ
る
講
座
方
式
の
ヒ
ン
ト
を

得
る
。
五
四
年
七
月
五
日
、
夏
の
真
っ
盛
り
に
近
い
暑
い
日
、
森
ノ
宮

の
教
員
会
館
で
大
阪
文
学
学
校
が
誕
生
し
た
（
第
一
期
）。

　
　
　
（
松
岡
さ
ん　

一
九
二
七
年
～
二
○
一
五
年　

享
年
八
十
八
歳
）

　

こ
う
し
て
始
ま
っ
た
自
立
の
文
学
学
校
は
今
年
で
六
十
四
年
目
。

　

私
の
文
校
入
学
は
六
二
年
四
月
、
文
校
八
年
目
と
い
う
草
創
期
だ
っ

た
。
九
月
に
研
究
科
へ
。
次
の
年
六
三
年
一
月
か
ら
七
三
年
一
月
ま
で

の
約
十
年
、
事
務
局
を
担
当
し
た
。
以
後
、
私
は
部
落
解
放
研
究
所
に

移
っ
た
の
で
約
七
年
は
関
わ
り
薄
い
が
、
七
九
年
末
、
閉
幕
案
が
出
さ

れ
て
文
校
危
機
と
な
り
、
そ
の
時
か
ら
再
び
参
画
し
た
。

　

私
の
属
す
る
真
宗
教
団
の
七
百
有
余
年
に
比
す
と
文
校
六
十
四
年
は

草
創
期
と
言
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
若
さ
を
持
つ
。
文
校
危
機
は

三
度
、
救
っ
た
人
が
あ
る
。
文
校
史
の
一
頁
と
し
て
記
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

横
井
明
恵
さ
ん
。

　

日
野
は
本
科
十
七
期
生
入
学
。
当
時
は
週
二
日
が
講
座
日
、
う
ち
月

連
載 

❖ 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

私
が
出
会
っ
た
大
阪
文
学
学
校 

⑥

日
野
範
之

㈠
文
校
存
続
の
危
機
を
救
っ
た
三
人
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二
回
が
組
会
だ
っ
た
。
一
組
担
当
チ
ュ
ー
タ
ー
が
横
井
さ
ん
で
、
ベ
レ

ー
帽
が
よ
く
似
合
う
人
。
励
ま
し
上
手
だ
っ
た
。
印
象
深
い
の
は
、
本

科
修
了
後
に
自
主
勉
強
会
を
続
け
、
横
井
さ
ん
は
こ
れ
も
助
言
し
て
く

れ
た
。
同
じ
組
（
ク
ラ
ス
）
の
明
石
毅
さ
ん
と
い
う
大
阪
ガ
ス
退
職
の

人
が
大
阪
駅
に
近
い
会
社
サ
ロ
ン
を
会
場
と
し
て
提
供
し
て
く
れ
た
。

明
石
、
中
村
貞
子
、
天
津
比
呂
美
、
橋
詰
紀
義
、
佃
美
織
、
増
田
秀
和
、

土
井
宏
子
さ
ん
ら
同
ク
ラ
ス
生
の
名
を
思
い
起
こ
す
。

　

勉
強
会
は
月
々
、
戦
後
文
学
を
テ
キ
ス
ト
に
交
代
で
発
表
、
私
に
は

野
間
宏
『
暗
い
絵
』
が
当
た
っ
た
。
集
い
は
一
年
く
ら
い
続
い
た
か
。

こ
の
勉
強
会
は
何
よ
り
私
に
大
き
な
課
題
を
与
え
て
く
れ
た
。

　

実
は
そ
の
三
年
前
が
文
校
の
危
機
だ
っ
た
。
―
―
文
校
活
動
の
柱
で

あ
る
事
務
局
長
の
松
岡
さ
ん
が
五
九
年
五
月
、
大
阪
市
北
区
の
回
生
会

病
院
に
緊
急
入
院
し
た
の
だ
。
筋
無
力
症
、
甲
状
腺
能
亢
進
。
こ
の
時
、

急
場
を
引
き
受
け
た
の
が
松
岡
さ
ん
の
連
れ
合
い
、
横
井
さ
ん
。

　

当
時
の
事
務
局
は
、
大
阪
市
北
区
高
垣
町
の
大
阪
総
評
わ
き
の
倉
庫

―
―
鳩
小
屋
と
呼
ぶ
狭
い
建
物
の
一
階
に
、
机
と
本
棚
一
つ
だ
け
。
横

井
さ
ん
を
卒
業
生
ら
が
助
け
、
文
校
講
師
や
チ
ュ
ー
タ
ー
、
在
校
生
・

卒
業
生
ら
が
カ
ン
パ
を
寄
せ
て
、
松
岡
さ
ん
入
院
を
助
け
た
。

　

反
安
保
闘
争
の
翌
六
一
年
、
松
岡
さ
ん
は
よ
う
や
く
退
院
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

高
村
三
郎
君
（
一
九
四
二
年
～
九
九
年　

享
年
五
十
七
歳
）

　

文
校
は
七
九
年
終
わ
り
、
在
校
生
減
少
で
存
続
の
危
機
、
理
事
会
で

閉
幕
案
が
出
た
。〝
火
中
の
栗
〟
を
拾
っ
て
文
校
再
建
を
と
、
チ
ュ
ー

タ
ー
／
理
事
の
高
村
君
が
動
き
出
し
、
翌
年
の
三
月
ま
で
模
索
が
続
い

た
。
日
野
宅
に
も
再
々
来
て
「
君
が
担
当
し
て
い
た
頃
の
良
い
経
験
を

話
せ
」。
危
機
打
開
策
を
一
晩
中
話
し
合
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

チ
ュ
ー
タ
ー
会
議
を
再
三
も
ち
、
第
Ⅱ
次
と
し
て
再
出
発
案
が
出
た

と
き
身
を
乗
り
出
し
て
く
れ
た
の
が
小
島
輝
正
さ
ん
で
、
神
戸
大
学
を

定
年
退
官
し
た
の
で
協
力
す
る
、
と
。
小
島
さ
ん
は
文
校
第
一
期
か
ら

の
講
師
。
事
務
局
長
を
高
村
君
が
担
い
、
理
事
長
の
小
島
さ
ん
と
の
名

コ
ン
ビ
で
良
い
船
出
が
出
来
、
順
調
航
海
が
続
い
た
。
小
島
さ
ん
発
案

で
、
前
身
『
文
学
学
校
』
が
、
誌
名
『
樹
林
』
に
改
ま
っ
た
。

　

高
村
君
は
長
篇
小
説
『
泥
青
空
』、
句
集
『
春
の
泥
』
を
残
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

木
辺
弘
児
さ
ん
（
一
九
三
一
年
～
二
○
○
八
年　

享
年
七
十
七
歳
）

　

小
島
輝
正
さ
ん
が
八
七
年
五
月
に
急
逝
。
第
Ⅲ
次
文
校
と
し
て
再
出

発
し
た
が
、
運
営
者
間
に
不
協
和
音
が
生
じ
始
め
た
。
二
年
目
、
新
理

事
長
以
下
三
名
が
急
退
任
、
あ
と
次
理
事
長
と
な
っ
た
結
果
、
周
り
の

者
は
運
営
ノ
ー
タ
ッ
チ
、
専
権
運
営
の
条
件
を
作
っ
た
。
困
難
期
、
財

政
難
で
超
薄
頁
と
な
っ
た
『
樹
林
』
を
、
細
見
和
之
さ
ん
（
現
・
校
長
）

が
灯
を
消
す
ま
い
と
懸
命
に
編
集
し
て
い
た
姿
は
忘
れ
が
た
い
。

　

九
一
年
初
め
、
校
務
委
員
会
担
当
理
事
の
日
野
に
、
年
配
在
校
生
の

西
村
周
造
さ
ん
か
ら
再
三
の
電
話
、
理
事
長
と
対
話
が
出
来
な
い
状
態

を
切
々
と
提
起
さ
れ
た
。
閉
じ
ら
れ
た
理
事
会
が
混
乱
の
因
で
あ
る
の

が
明
ら
か
に
。
私
な
ど
の
力
不
足
を
露
呈
し
た
時
期
だ
っ
た
。
チ
ュ
ー

タ
ー
／
理
事
の
北
川
荘
平
さ
ん
が
調
整
役
を
担
っ
て
諸
々
相
談
、
理
事

総
退
陣
で
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
に
。
チ
ュ
ー
タ
ー
／
事
務
局
サ
ポ
ー
ト
の
木

辺
弘
児
さ
ん
が
受
け
皿
と
な
っ
て
危
機
は
救
わ
れ
た
。
木
辺
さ
ん
が
葉

山
郁
生
さ
ん
、
高
畠
寛
さ
ん
ら
と
新
態
勢
を
作
っ
て
今
日
に
。

　

木
辺
さ
ん
は
『
沖
見
』『
無
明
銀
河
』
な
ど
秀
逸
な
創
作
を
残
し
た
。
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㈡
表
現
に
対
す
る
切
実
な
飢
え

　

私
が
事
務
局
担
当
し
た
の
は
一
九
六
三
年
～
七
三
年
。
今
回
、
よ
い

機
会
な
の
で
、
第
Ⅰ
次
・
文
学
学
校
の
こ
ろ
の
雰
囲
気
を
伝
え
て
お
き

た
い
と
思
う
。
当
時
は
、
環
状
線
・
森
ノ
宮
駅
か
ら
歩
い
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

阪
放
送
局
に
近
い
所
に
あ
る
、
大
阪
市
教
員
会
館
の
部
屋
を
間
借
り
し

て
の
教
室
だ
っ
た
（
組
会
は
市
立
労
働
会
館
）。

　

そ
の
頃
、
二
十
代
を
中
心
と
す
る
青
春
道
場
の
雰
囲
気
と
言
え
た
。

夜
間
部
が
主
で
、
週
二
日
が
講
座
日
―
―
三
階
中
会
議
室
が
講
義
場
所

で
、
受
付
に
い
る
私
に
在
校
生
の
昼
の
職
場
の
匂
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

旋
盤
工
場
で
働
く
青
年
は
ナ
ッ
パ
服
の
ま
ま
来
る
の
で
機
械
油
の
匂
い
。

病
院
看
護
婦
の
女
性
が
来
る
と
ク
レ
ゾ
ー
ル
の
匂
い
。
銀
行
で
働
く
女

性
が
く
る
と
、
さ
っ
き
ま
で
数
え
て
い
た
お
札
の
匂
い
が
す
る
。
働
い

て
い
る
ま
ま
の
装
わ
な
い
姿
が
文
校
教
室
の
場
に
あ
っ
た
。

　

月
二
回
の
組
会
に
な
る
と
、
職
場
の
労
働
強
化
な
ど
厳
し
い
状
況
が

話
さ
れ
〝
疎
外
〟
と
い
う
言
葉
が
切
実
に
語
ら
れ
た
。
担
当
チ
ュ
ー
タ

ー
は
そ
れ
ら
働
く
現
場
の
様
子
や
声
に
共
感
、
ほ
ぼ
交
通
費
ぐ
ら
い
の

手
当
で
喜
ん
で
参
加
し
た
も
の
だ
っ
た
。
銀
行
に
勤
め
る
村
上
ヒ
ロ
ミ

さ
ん
は
「
私
の
手
」
と
い
う
詩
の
一
節
で
、

　
　

泡
を
た
て
、

　
　

よ
ご
れ
た
泡
を
し
ぼ
り
だ
す
よ
う
に

　
　

手
と
手
を
こ
す
り
あ
わ
せ
る
。

　
　

よ
ご
れ
た
泡
は
今
日
私
が
働
い
た
証
拠
。

　
　

よ
ご
れ
た
泡
は
私
の
自
由
な
時
間
の
期
待
の
色
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
（『
大
阪
文
学
学
校
詩
集
』
葦
書
房　

一
九
六
八
年
）

　

当
時
の
鮮
烈
な
印
象
は
大
阪
生
野
区
で
縫
い
子
を
し
て
い
た
宗
秋
月

さ
ん
。
在
日
一
世
の
逞
し
い
姿
を
生
き
生
き
描
い
た
「
チ
ェ
オ
ギ
お
ば

さ
ん
」
を
発
表
。
第
二
回
文
学
集
会
（
一
九
六
七
年
）
で
宗
さ
ん
は
そ

の
詩
を
朗
読
し
た
が
、
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
を
着
、
胸
を
は
っ
て
朗
読
す
る

彼
女
の
姿
は
圧
倒
的
だ
っ
た
。
大
阪
で
も
在
日
の
本
名
を
名
乗
る
の
は

容
易
で
な
か
っ
た
時
代
、
強
烈
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
。

　

本
科
一
年
の
う
ち
、
後
半
期
の
組
会
に
な
っ
て
「
実
は
僕
は
…
」
と

朝
鮮
名
を
名
乗
る
青
年
が
あ
っ
た
時
、「
文
校
と
い
う
場
は
、
本
名
を

名
乗
れ
る
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
私
は
嬉
し
か
っ
た
。

「
こ
の
事
を
ど
う
し
て
も
伝
え
た
い
」、
こ
れ
を
書
か
ね
ば
前
に
踏
み

出
せ
な
い
と
い
う
、
表
現
に
対
す
る
切
実
な
飢
え
が
あ
っ
た
ろ
う
。

　

ま
た
他
の
活
動
体
と
も
広
く
交
流
が
あ
っ
た
の
で
、
六
六
年
に
詩
コ

ー
ス
に
在
学
し
た
河
野
里
子
さ
ん
な
ど
は
一
九
七
〇
年
、
カ
ス
ト
ロ
首

相
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
サ
フ
ラ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
砂
糖
キ
ビ
刈
り

隊
）
の
一
員
と
し
て
キ
ュ
ー
バ
に
半
年
間
、
赴
い
た
り
し
た
。

　

㈢
文
校
教
室
に
つ
い
て

　

現
在
の
文
教
教
室
は
一
日
に
し
て
成
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

一
九
七
三
年
五
月
に
新
教
室
開
設
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
約
二
十
年

間
は
国
鉄
・
森
ノ
宮
周
辺
の
諸
会
館
の
部
屋
を
借
り
て
の
教
室
だ
っ
た
。

独
自
の
自
立
し
た
教
室
が
欲
し
い
と
、
在
校
生
・
卒
業
生
と
そ
の
周
辺
、

講
師
・
チ
ュ
ー
タ
ー
や
、
関
西
の
画
家
・
彫
刻
家
・
書
家
な
ど
の
美
術

展
に
よ
る
カ
ン
パ
、
演
劇
人
の
カ
ン
パ
な
ど
に
よ
る
頭
金
を
元
に
、
こ

の
教
室
が
成
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
憶
し
て
お
き
た
い
。


